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競争相手少なし！ねらいめ!!

意外？例外？

高い汎用性を
身につけて

欲しい

多彩
各界の

リーダーに
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 体罰・暴力問題への対応
 構造的問題：信念に基づいた指導という名の体罰

それを受け入れる生徒・競技者との関係

 コーチング・イノベーション
 グッドコーチのためのカリキュラム改革

 UNIVAS
 各大学にスポーツ局(AD)の設置

 運動部活動の主体性

 2020東京オリンピック・パラリンピック以降の展開
 スポーツの価値・意義の認識

 スポーツ・インテグリティ（高潔性・健全性）

 体罰・暴力問題への対応
 構造的問題：信念に基づいた指導という名の体罰 それを受

け入れる生徒・競技者との関係

 コーチング・イノベーション
 カリキュラム改革と指導者資格の刷新

 UNIVAS
 大学スポーツのあるべき姿を踏まえた協議会

 各大学にスポーツ局(AD)の設置

 2020東京オリンピック・パラリンピック以降の展開
 スポーツの価値・意義の認識

 日本的価値観を介しての価値創造

 スポーツ・インテグリティ（高潔性・健全性）

スポーツの本質・
根本を知る

人文社会系人材
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 対象から一歩引いて、大局的に
体育・スポーツ事象を捉える

 メタレベルでの「言及」的関与

 人文系としての役割

ミネルヴァの梟は
迫り来る黄昏に

飛び立つ

真偽

理論学

言葉の意味

優劣

制作学

パフォーマンス

善悪

実践学

行為の良し悪し

そもそも何なのか？

どれだけ魅力・価値が
あるのか？どのように行為すべきか？
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 〇〇とは何か？？
 より適切な言葉をみつけて区別する
 二項対立をなす言葉の組み合わせをみつけ、

その間に現実を見出し特徴づける

 例）運動の仕方が分かるとはどういうことか

運動の仕方を説明できる

運動をやってみせること
ができる

 スポーツマンシップについて
 考えるための事例
▪ 1984年ロサンゼルス大会・柔道
▪ ラシュワン選手（エジプト）

 山下選手の負傷した右足を攻めずに銀メダル
→フェア・プレイ賞

 反事実的仮定：右足を徹底的に攻めつづけて金
メダルを獲得したとしたら？
 A)弱点を攻めるのは卑怯で、スポーツマンシップに

反する。
 B)できるだけ弱点を攻めずに勝つのが競技者として

ベスト。
 C)競技者は勝利のために積極的に弱点を攻めるべし。
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 スポーツ美学
 スポーツに美を感じ取るとは？
▪ 美的直観：現象の直観、本質の直観

▪ 美的共感：生命力の表出、人格性の発露

 スポーツの価値
 内在的価値

 外在的価値
 スポーツの技術・技能
 優れた技能とはどのような状態かが分かる

 実践者はどのようなことを意識・感じている
のか

【卒業論文】
 陸上競技女子中長距離選手の価値意識
 やり投げの本質的魅力
 2020年東京オリンピックのスポーツ・レガシーのあり方
 プロ野球と賭博
 日本ラグビーとアマチュアリズム

【修士論文】
 遊びの意味からみる日本的スポーツの特質
 スポーツ実践者の存在の意味—スポーツにおける時間体験の分析を通じて—

 学校における体罰ー暴力と懲戒

【博士論文】
 オリンピック・レガシーと教育
 デカルトの心身関係論と身体教育に対する視点
 プロ・スポーツの概念の原理論

具体的
事象

抽象的
論題
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 演習
 論文の作成手順について

（問題設定・文献蒐集・仮説・考察）

 文献講読
（先行研究・基本文献）
 ディスカッション

 Philologos研究会
 6月（修論中間発表会）
 9月（卒論中間発表会）
 1月（最終発表会）
 研究室を越えてオープンに

自由な
時間・発想

主体性

 学会参加

 日本体育学会体育哲学専門領域
▪ 定例研究会（6月、12月、3月）

▪ 箱根夏期合宿研究会（7月）授業の一環、他大学の院生・教員との交流

 日本体育・スポーツ哲学会
▪ 2018年山梨大学（2014年は筑波大学で開催）

 日本スポーツ教育学会

 国際スポーツ哲学会IAPS

▪ 2018年Norway

▪ 2019年Japan, Kyoto
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 居室(深澤/坂本)：B508/B613
 学生の部屋：B513

連絡先：fukasawa.koyo.gu＠u.tsukuba.ac.jp

 HP, Facebook
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